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　先日、大阪・関西万博を訪れました。テーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」。AIに

よる診断や予防医学、IPS細胞など、最先端の技術が紹介されており、「医療の未来はここ

まで進んでいるのか」と胸が高鳴りました。以前お世話になったことがある救急科の先生も

救急の現場におけるAIの画像診断に関して出展していました。そのような技術が実用化

されれば医療は大きなブレイクスルーを迎えると予感させてくれるような体験でした。

一方で、私は昨年、鹿児島県の奄美大島の離島で２ヶ月間勤務する機会がありました。その離島では島に病院は

一つしかありません。病院の機能としても離島であるが故に人手も含め、限られた医療資源しか備わっており

ませんでした。検査や治療の選択肢が限られてしまう中で、いかに的確に判断し、今できる最善を尽くすかが

求められます。治療が急を要するような患者さんを自衛隊ヘリやドクターへリで奄美大島の大きな病院へ島外

搬送することも経験しましたが、そのたびに離島医療の危うさを実感しました。そのような経験の中で思い

知ったのは、最終的に命を支えるのは‘‘人のつながり’’だということです。重症患者への対応の中で医師だけ

ではなく、看護師、検査技師、放射線技師、医師事務を含めてワンチームとして動き、最善の医療を患者、

あるいはその家族へ提供していく。あるいは奄美大島、鹿児島県本土の病院の医師たちと普段から連携、協議し

いざというときに頼れるような関係を構築しておく。その姿こそ、医療の原点だと感じました。

　大阪万博で見た未来の医療技術は確かに心強いものです。けれど、離島医療での経験を通して思うのは、どれ

ほど時代が進んでも、医療の中心にあるのは‘‘人’’だということ。AIや機械が助けてくれる未来が来ても、人と

人とが支え合う温かさがなければ、本当の意味での「いのち輝く未来」は実現しないのではないでしょうか。

技術の進歩に伴って医療の簡便化、効率化が進んだとしても、初心を忘れずにいたいものです。
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2025年10月30日(木)、垂水区文化センターのレバンテ

ホールで神戸垂水メディカルクリニックさん主催の勉強会が

開催され、当院の救急救命士科責任者より「病院救急車を

活用した迎え救急搬送」をテーマにお話をさせていただき

ました。会場では事前交流イベントもあり、沢山の意見交換

をすることができました。今後も地域とのつながりを大事に

積極的に医療福祉施設との交流を深め、地域医療に貢献して

いきたいと考えております。
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９月１９日産まれ　男の子
♥ お 母 さ ん か ら の メ ッ セ ー ジ ♥
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です。す。今後もお世話になって子育てを楽しんでいこうと

思います。思います。

９月２４日産まれ　男の子

１０月１４日産まれ　女の子

　この病院は最高の設備とサービスを備え、間違いなく最高の病院だと思います。　この病院は最高の設備とサービスを備え、間違いなく最高の病院だと思います。

医師と助産師の方々は、医師と助産師の方々は、清潔で感染のない環境を常に心がけ、非常にプロフェッにプロフェッ
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　貴院での出産は 2 回目となりますが、石田先生を
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中学生の職場体験 「トライやる・ウィーク」

今年も中学生の職場体験「トライやる・ウィーク」を受け入れております。９月下旬に長坂中学校の生徒さん９名、

10 月下旬に福田中学校の生徒さん５名を受け入れました！何事も素直に頑張る中学生が非常に頼もしく映り、また

その姿は、指導に携わる私たちも初心に立ち返ることができます。職場体験を終えて中学校に戻っても、それぞれの

将来の夢や目標に向かって頑張っていただきたいです。心から応援しております。11月は、７校の生徒さんを合同で

受け入れ予定です。引き続き、当院にトライやる・ウィークに来てくださる中学生全員に対してポジティブな影響を

与えられるよう努めてまいります。
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　高齢出産で不安でしたが、おかげさまで無事に　高齢出産で不安でしたが、おかげさまで無事に

元気な男の子を出産することができました。新米元気な男の子を出産することができました。新米
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１０月２２日産まれ　男の子
♥ お 母 さ ん か ら の メ ッ セ ー ジ ♥

ご出産、おめでとうご出産、おめでとう

ございます★ございます★

１０月２２日産まれ　

男の子

神戸徳洲会病院に来てくれてありがとう！


